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〈教育シリーズ〉

化粧品を扱う人々が知っておきたい皮膚障害と化粧の有用性～臨床現場から～

皮膚障害の具体例：
スキンケア製品・洗浄剤（顔）

杉浦真理子 *，杉 浦 啓 二

Skin Disorders Due to Skin Care Products/Face Cleansers
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Abstract
Skin disorders caused by skin care products and cleansers, especially allergic contact dermatitis, are described from 2 

cases, interviews, symptoms, examination, diagnosis, and daily life guidance until the identification of the causative agent.
A detailed medical interview is necessary in order to perform an accurate examination, identify the causative allergen, 

make a diagnosis, and provide daily life guidance. If allergic contact dermatitis caused by skin care products or detergents 
is suspected from the interview, a skin test is performed to identify the causative allergen. Daily life guidance is to provide 
information on avoidance of causative allergens, methods of confirming causative allergens, and alternatives. Prevention of 
recurrence is of utmost importance.

Case 1 was diagnosed as allergic contact dermatitis due to beeswax, methylisothiazolinone, propynyl butylcarbamate 
iodide, and perfume during cleanser. Case 2 was diagnosed as paraben-induced allergic contact dermatitis.
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1. は じ め に

スキンケア製品・洗浄剤による皮膚障害，特にアレル
ギー性接触皮膚炎について，実際の症例から，問診，症
状，原因物質を特定するまでの検査，診断，指導につい
て述べる。

2. 問 診

正しく検査を行い，原因アレルゲンの特定，診断，生
活指導を行うためには，詳しい問診が必要である。基本
は，年齢，性別，職業，1日の生活の流れ，既往歴，合
併症である。皮疹については，発症部位，発症時期と経
過，増悪寛解の有無を確認する。アレルゲンとの接触に
ついて，職場との関連性，趣味，使用している化粧品，
日光暴露との関連性を確認する。皮疹に対する治療歴も
確認する。

3. 自覚症状・皮膚症状

そう痒や疼痛，刺激感といった自覚症状を確認する。
皮膚症状は，全身性または局所性，局所性であれば，その

部位，非露出部または露出部，非露光部または露光部を確
認する。同時に皮膚以外の症状を併発しているか確認する。

4. 検 査

問診からスキンケア製品・洗浄剤によるアレルギー性
接触皮膚炎を疑った場合は，原因アレルゲンを特定する
ための皮膚テストを施行する。まずは，問診から，検
査を行う製品を選定する。検査方法の基本は48時間ク
ローズドパッチテストであるが，製品によっては，オー
プンテストやセミオープンテストを施行する。光アレル
ギー性接触皮膚炎を疑った場合には光パッチテストを施
行する。製品でアレルギー反応を認めた場合は，製品中
のどの成分が原因であるのかを確認するため，成分テス
トを施行する。成分を準備するためには，化粧品メー
カーの協力が必要である。アレルギー反応を呈した化粧
品のメーカーと情報交換を行い，全成分を提供してもら
い，各成分を至適濃度に調整して皮膚テストを行う。ま
た，ジャパニーズベースラインシリーズ（JBS）（Fig. 1）
のパッチテストパネル S（佐藤製薬）を同時に検査する
ことで，診断の助けとなることがある（Table 1）1）。
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